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地域を育み、大陸をつなぐ
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国際ロータリー会長
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欠席者　飯田君、石井（彰）君、石井（良）君、遠藤（武）君、
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　　　　原君、室伏君、森崎君、柳田君、米山君
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　皆さん今日は。本日は皆様お忙しい中、見晴フェステ
ィバルに多くのご参加をしていただきまして誠にあり
がとうございます。
特に昨年から当見晴フェスティバルを例会扱いするこ
とにより、より一層多くの会員の皆様に参加してもらえ
るようになりました。
担当委員会の皆様、奥様方、前日より矢岸さん宅に集合
して、買い物から下ごしらえ等の準備をしていただき、
また矢岸様におかれましては昨年同様当フェスティバ
ルの為に準備の場所、道具を提供していただき、本当に
ありがとうございます。
　本日の奉仕活動は皆様と一体になっての当地区にお
ける汗を流しての大変有意義な活動であり、地元地域社
会の人々の善意をつないで協力するという今年度のＲ
Ｉテーマ「地域を育み、大陸をつなぐ」の精神を充分実践
できるものと思っております。
　どうか本日の社会奉仕を皆様でがんばって、奉仕の輪
を広げるよう、一日よろしくお願いします。

幹事報告 幹事　西本和夫君

①理事・役員会は次週の夜間例会前に行います。�  
②今月の予定    
　10月３日�見晴フェスティバル� 
　10月14日�親睦例会　ミニコンサート
　　　　　　　　　　（ピアノ教室生徒10名程度）� 
　10月21日�例会場変更　米山記念館� 
　10月28日 卓話　奉仕プロジェクト委員会　野田委員長� 

去る8月21日(土）の赤十字の献血活動の支援には、猛
暑の中ご協力下さりありがとうございました。前年度
実績を10名ほど下回りましたが、来場者も暑さのせい
か少なかったのでまずまずの成果と思われます。
献血受付数　67名　　　献血できた数　55名
(内訳　200ml 　10名　　400ml 　45名)

“こんにちは、ようこそ”

稲葉良弥君(三島ＲＣ）「奉仕の理想」
指揮　佐々木雅浩君

ロータリーソング

柴崎恵子君

委員会報告
奉仕プロジェクト委員会

ビジター

矢岸君

おめでとう

入会記念日

見晴フェスティバル 於：見晴学園



親睦・奉仕の輪を広げよう

矢岸君

おめでとう

入会記念日

日本の元国際親善奨学生が宇宙飛行士に

日本人宇宙飛行士で、元国際親善奨学生である山崎直
子さんは、子どものときから宇宙にあこがれていたと
言います。故郷の千葉県松戸市では、毎晩のように星
を観察していましたが、成長するにつれ、映画｢スター・
ウォーズ｣やスペース・シャトルの打ち上げのテレビ
中継によって、山崎さんの熱意はますますかき立てら
れました。 
スペース・シャトル「ディスカバリー」の乗組員とし
て、山崎さんは既に360時間を超える宇宙飛行歴を積
みました。去る4月には、国際宇宙ステーションに向
けた、ディスカバリーによる物資補給ミッションで、
ミッション・スペシャリスト（搭乗運用技術者）とし
て参加しましたが、この経験は山崎さんにとって特に
意味深いものでした。 
「私は、宇宙ステーションの開発チームの一員だった
のです。日本、米国を始めとする15カ国が協力して国
際スペース・ステーションを開発したというのは、実
に感動的でした」 
山崎さんの宇宙飛行士としてのキャリアの選択には、
1994-95年度にロータリー奨学生として国際プロジェ
クトに参加した経験が大きな影響を与えました。山崎
さんは、千葉県の松戸中央ロータリー・クラブから派
遣され、米国メリーランド州のメリーランド大学で宇
宙ロボット工学を学びましたが、そこで一緒に研究を
していた世界中からの学生たちが、日本人の自分より
日本と日本文化をよく知っていたことに驚かされまし
た。この経験は、自分の母国のことだけではなく、客
観的にものを見ることの大切さを教えるものとなりま
した。山崎さんは、この客観性は宇宙飛行士としての
仕事にも大事だと考えています。 
「地球を離れた場所から研究すると、とても学ぶこと
が多いのです」と山崎さんは語ります。 
留学中にはまた、コミュニケーションのスキル、入念
な準備、そしてチームワークの大切さも学んだと言い
ます。これは、1996年に日本の宇宙航空研究開発機構
（JAXA）で宇宙飛行士としてのキャリアを始めたとき
にも生かされました。 
宇宙計画で効率よく情報を共有し、協力し合うには、
コミュニケーションが大事です」と山崎さん。「留学
先で、特に外国語で意思の疎通をしようとする場合も
同じですね」
地球に戻ってからの山崎さんは、NASAへの訪問、宇宙
船の軌道を検討する専門家会議への参加、広報活動な
ど、宇宙飛行の事後活動に携わっています。 
「宇宙ステーションは2020年まで運行される予定です
から、もう一度行けるといいと思います」 
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見晴フェスティバル
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